
 

 今年度の活動 評価・反省 課題 

 
 

施
設
管
理 

施設の老朽化に伴い、全室カーテンレール改修工事、及びカーテンの更

新を行いました。あわせて、２階テラスの改修（塗装・デッキ更新）、排

煙設備の改修工事を実施しました。令和７年度赤い羽根共同募金会配分金

を受けて、厨房調理機器（回転釜・ガステーブル型レンジ）の更新を行う

など、施設整備をすすめてきました。さらに、熱中症対策として、乳児ト

イレ新規エアコンの設置、及び扇風機の更新工事を実施しました。 

 老朽化に伴い、急な修繕対応が求められ

るケースが多くなっています。経営状況を

見極めながら、順次改修工事をすすめてい

ますが、突発的な修繕にも対応できるよう

予算化しておく必要性を感じています。適

切な積立と予算編成に努めていきます。 

人
事
管
理 

キャリアアップ研修は、対象職員の６割以上が全分野の取得を修了し、

計画的に受講をすすめていくことができました。衛生推進者の退職に伴

い、副主任が後任として資格を取得しました。乳児クラス・幼児クラスの

双方に責任者となる新たな役職を設け、職員育成に向けた組織づくりをす

すめることができました。 

対象職員本人の努力もあり、キャリアア

ップ研修の受講・取得を着実にすすめてい

くことができました。責任者の配置につい

ては、職員の自覚を促し、責任感を持って

役割を果たしています。 

保
護
者
対
応 

社会的な食の影響について保護者と共に考え合う一年になりました。試

食会や生活発表会、保育学校を通して、「食」をテーマにした学習会を積

極的に行い、関心や理解を深めることができました。また、保護者のニー

ズに応えるべく、宮本郷子氏（発達相談員）が参画する『教育カフェ』の

開催回数を増やし、保護者同士の交流機会を充実させてきました。 

定期的な学習会を通して、食に対しての

関心を高めることができており、その様子

は日々のノートからうかがうことができ

ました。教育カフェは、毎月開催の実現に

向けて計画しているところです。 

健
康
及
び
安
全 

熱中症対策として、上記の環境整備を行いました。プールの監視員には、

扇風機付き日傘を装備し、監視員の明確化と合わせて健康管理を行うこと

ができました。緊急引き渡しカードの形式を見直し、クラスごとに書類を

色分けしました。緊急時にも迅速かつ安全な引き渡しができるよう改善を

図りました。 

 この間の異常気象については、危機管理

上の対策が求められています。様々な状況

を想定して、マニュアル作成や環境整備を

行っていきたいと思っています。次年度は

給食BCPの策定に取り組みます。 

小
学
校
・
地
域
連
携 

幼保こ小連絡会を通して、小学校と協働し、接続に向けた２年間（５歳

児から小学１年生）のカリキュラム「とよなかっ子架け橋カリキュラム」

作成に向けた検討チーム発足の流れにあります（園独自では作成済みで

す）。新たに設置された豊中市児童相談所の組織把握に努めると共に、主

に支援を要する家庭の見守りとして継続的に情報共有を行い、密に連携を

図ってきました。 

社会的な流れとして、連携の重要性が高

まる中、小学校との接続については双方で

温度差が見られ、共同でカリキュラムの作

成づくりに至りませんでした。その一歩を

踏み出せたことは大きいと思っています。

今後は中身の充実を図ります。 

保
育
の
質
の
向
上 

北支部の研修、及び会議を豊中・吹田地域と箕面地域のエリア分けをし、

少人数の議論と学びを重視し、運営や実践のふり返りを積み重ねてきまし

た。また、他法人との交流を通して、「主任の役割」「医療的ケア」「小規

模保育園との連携」をテーマに、意見交換や情報発信を積極的に行い、相

互の学びや実践の向上に努めてきました。法人理念に基づき、平和学習と

して、「沖縄平和ツアー」に職員２名が参加しました。 

 単位を少人数にしたことで主体的な対

話関係が生まれました。そのことは学びを

より深める上で効果的であると感じてい

ます。また、他法人との交流は自園の保育

を客観的に見つめ直すことができ、視野の

広がりや新たな刺激につながりました。 

地
域
と
の
関
わ
り 

「マイ子育て広場」の参加拡大に向けて、新たに地域新聞を発行し。配

付・掲示を行いました。地域活動の取り組みや保育園の様子を発信してき

ましたが、年間で延べ参加者数は８４名にとどまり、例年を下回りました。

地域の方のご厚意により家を購入し、おひさまっこ保育園との連携のも

と、子どもの居場所づくり事業「おひさまの家」に着手しました。 

地域活動については、待っているだけで

は拡大につながらないと感じた一年でし

た。一歩外に出た発信（地域配付やチラシ

の設置）が課題になっています。おひさま

家は、環境・内容づくりをすすめます。 

そ
の
他 

岸部保育園の建て替えに伴い、保育所施設設備整備積立より取り崩しを

行い、繰り入れを行いました。 

 

 

三ヵ年の繰入計画が必要です。姉妹園と

連携しながら、法人全体の運営を支えてい

けるよう努めていきます。 

２０２５年３月記載 

おひさま保育園 自己評価表 ２０２５年度 


